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阮

籍
の

「

詠
懐
詩
」

（

二
）

鷹

　
橋

　
明

　
久

　

前
回

（

本
誌

第
三

十
三

号
）

は

阮

籍
の

「

詠

懐
詩
」

1
其
一

か

ら

其
五

ま

で

を
取
り

上

げ
、

そ

の

訳

注

を
試

み

た
が

、

懐

詩
」

ー
其
六
か

ら
其

八

ま
で

の

詩

を

取
り
上

げ

る
。

テ

キ
ス

ト

は

前
回
と

同

じ
く

胡
刻

本

『

文
選
』

に

拠
っ

た
。

今

回
は

、

「

詠
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詠

懐
詩
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昔
聞

東
陵
瓜

近

在
青
門
外

連

靺
距

阡
陌

子

母
相
拘

帯

五

色
曜

朝
日

嘉

賓
四

面
会

膏
火

自
煎

熬

多

財
為
患
害

布

衣
可

終
身

寵

祿

豈

足
頼

　
　
　

と

う

り
ょ

う

昔

聞

く

東

陵
の

瓜

近

く
青

門
の

外
に

在
り

　
　
　

　
あ
ぜ

　

　

せ

ん
ぼ

く

　

　
い

た

連

な
れ

る

称
は

阡

陌
に

距

り
て

　
　
　

こ

う
た
い

子

母

相
拘

帯
す

　
　
　

　

　
か

が
や

五

色

朝
日
に

曜

き

號
蹟

四

湎
な
ゆ
絵
遍

り
と

膏
火
は

自

ら

煎

熬
し

　
　
　
く

わ

ん

が
い

多
財
は

患

害
と

為
る

布

衣
も

て

身
を

終
ふ

可

し

寵
隷
は

豈
に

頼
る

に

足

ら
ん

や

そ
の

昔
、

東
陵
公

で

あ
っ

た

召
平

が

作
っ

た
瓜

は
、

こ

こ

か

ら
程

近
い

青

門
の

外
に

あ
っ

た

と

聞
く

。

の

道
に

な
り

、

大

小
の

瓜

は

重
な

り
あ

い

連
な
っ

て

い

た
。

そ

れ

ら
の

五

つ

の

色
は

朝
日

に

輝
い

て
、

　

　

　

　

　
め

ぜ

そ

の

瓜
畑
の

畛
は

連
な
っ

て

縦

横

賓

客
が

四

方
よ

り

そ
の

瓜

を

食
し
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に

集
っ

た

と
い

う
。

膏
火

は
（

そ

の

明

る
い

性
質
の

た
め

に
）

自

ら
の

体

を
焼

き

尽
く

し
、

（

そ

れ

と

同

様
、

蕭
何
が

高
祖
に

疑
わ
れ

た

よ

う
に
）

財

産
が

多
い

こ

と

も
か

え
っ

て

身
の

災
い

と

な

る
。

（

召

平
の

よ

う
に
）

資
産

も

何

も
な
い

庶
民
と

し

て
一

生

を
終

え
る

の

が

よ

い
。

（

蕭
何
が

高

祖
に

受
け

た

よ

う
な
）

寵

愛
や

俸
禄
な
ど

、

ど

う
し

て

頼
る

に

足

ろ

う
か

。

＊

こ

の

詩
に
つ

い

て

沈

約
は
「

当
東
陵
侯
侯
服

之

時
、

多
財

爵
貴

、

及

種
瓜

青
門

、

匹

夫
耳

。

寔
由
善
於
其
事

、

故
以

味

美
見

称
。

連

韓
距
陌

、

五

色

相
照

，

非

唯
周

身
贍
己

、

乃

亦
坐

致

嘉
賓

。

夫

得

固

易

失
、

栄

難

久

恃
。

膏
以

明
自
煎

、

人

以

財
興

累
。

布
衣

可
以

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

こ

う

ふ
く

終
身

。

豈

寵
禄

鴕
健
頼

哉
」

（

東
陵

侯
の

侯

服
の

時
に

当
た

り
、

財

多
く
し

て

爵

貴

き

も
、

瓜

を
青
門
に

種
う

る

に

及

ん

で

は
、

　

　

　

　

　

　

　
ま

こ

ヒ
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
く

匹

夫
な

る

の

み
。

寔

に

其
の

事
に

善
み

な

る

に

由

り

て
、

故
に

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

あ

ゼ

　

　
　

　
　
　もド
た

味
の

美

な
る

を

以
て

称

せ

ら

る
。

連
な

れ
る

韓
は

陌
に

距
り

、

五

　

　

か

が

や

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　

す

く

色

相

照

く
。

唯

だ
に

周
身

己
を

購
ふ
の

み

に

非

ず
、

乃
ち

亦

　

　

　

　

　

　
ま

ね

た

坐
に

嘉

賓
を

致
く

。

夫
れ

得
る

は

固
よ

り

失
ひ

易

く
、

栄
は

久

　

　

　
た

の

し

く

は

恃
み

難
し

。

膏
は

明

を

以
て

自

ら
煎
じ

、

人
は

財

を

以
て

累

を

興

す
。

布
衣

以

て

身

を

終
ふ

可

し
。

豈

に

寵

禄
の

頼

む
に

足
ら

ん

や
）

と

注
す

る
。

昔
聞
東
陵
瓜

　
近

在
青
門

外

［

東

陵
瓜
］

秦
の

と

き
に

東
陵

公
で

あ
っ

た

召
平

が
、

秦
が

滅
ぶ

と

布
衣
と
な

り
、

長

安

城
の

東

で

瓜

を

作
っ

た
。

そ

の

瓜
が

美
味

で

あ
っ

た
こ

と

か

ら

東

陵
瓜

と

呼

ば

れ

る

よ

う
に

な
っ

た
。

『

史

記
』

蕭
相
国

世

家
に
「

召

平

者
、

故
秦

東
陵
公

。

秦

破
、

為
布
衣

。

貧
種

瓜

於

長

安
城
東

。

瓜

美
。

故

世
俗

謂
之

東
陵

瓜
。

従
召

平
以

為
名
也

。

召

平
謂

相
国

日
、

禍

自
此

始

矣
。

上

暴

露

於
外

、

而
君

守

於

中
。

非

被
矢

石
之

事
、

而
益

君
封
置

衛

者
、

以

今

者

淮
陰

侯

新

反

於

中
、

疑

君
心

矣
。

夫

置

衛

衛
君

、

非
以

寵
君
也

。

願

君

譲

封

勿

受
。

悉
以

家
私

財

佐
軍

、

則
上

心

説
。

相

国

従
其

計
。

高

帝

　
　
　

　

　

　

　

　

も
と

乃

大

喜
」

（

召

平
は

、

故
の

秦
の

東
陵

公

な

り
。

秦
破

る

る

や
、

　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
う

布

衣

と

為
る

。

貧
に

し

て

瓜

を

長

安

城
の

東
に

種
う

。

瓜

美
な

り
。

故
に

世

俗
は

之

を
東

陵
の

瓜

と

謂
ふ

。

召
平
に

従
り

て

以
て

名
と

為

す
な

り
。

召

平

相

国
に

謂
ひ

て

日

く
、

禍

此

れ

自
り

始

　
　
　

　
し

ゃ

う

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　

　

う
ち

　
　

　

　
　

　
　
　
し

せ

き

ま
ら

ん
。

上

は

外
に

暴

露
す

る

に
、

君

は

中

に

守
る

。

矢

石

を

　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ま

　
　

　
ま

も
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
い

　

ま

被
る

の

事
に

非
ざ
る

に
、

君
の

封

を
益

し

衛
り

を

置
く

は
、

今

者

　
　
　

　

　

　

　
う

ち
　

　

そ
む

淮
陰

侯
の

新
た

に

中
に

反
く

を

以
て

、

君
の

心

を

疑
ふ

な

り
。

夫

　
ま

も

れ

衛
り

を
置

き

て

君
を

衛
る

は
、

以

て

君
を

寵

す
る

に

非
ざ

る

な

　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

な
か

　
　
　

　
　
こ

と
ご

と

り
。

願
は

く

は

君

封

を

譲

り
て

受

く

る
こ

と

勿

れ
。

　
悉

く

家

　
　
　

　

　

　

　

た

ア

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

よ

ろ

こ

の

私

財

を
以

て

軍

を

佐
け
ば

、

則

ち
上

の

心

は

説

ぱ

ん
。

相
国

其
の

計
に

従
ふ

。

高
帝

乃

ち
大

い

に

喜
ぷ
）

と
あ
る

。

［

青

門
］

長

安

城
に

あ

る

門
の

名
。

覇

城

門
と
も

い

う
。

『

漢
書
』

王

莽

伝
に

「

七
月

辛

酉
、

覇

城
門

災
。

民

間

所
謂

青

門

也
」

（

七

月

辛
酉

、

覇

城

門

災
あ

り
。

民

聞
の

所
謂
る

青

門
な

り
）

と

あ

り
、

顔
師
古
の

注
に

「

三

輔
黄

図
云

、

長

安
城

、

東

出
南

頭

第
一

門
、

日

覇

城

門
。

俗

以

其

色

青
、

名
日

青

門
」

（

三

輔

黄
図
に

云

ふ
、

長

安

城
、

東
の

か

た

南

頭
を

出
つ

る

の

第
一

門
を

、

覇

城
門

と

日
ふ

。

俗
に

其
の

色
の

青

き
を

以

て
、

名
づ

け
て

青

門
と

日

ふ
）

一68
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と

い

う
。

連

韓
距
阡

陌
　
子

母
相
拘
帯

［

弥
］

あ
ぜ

み

ち
。

⊥

ハ

臣

注

本
『

文

選
』

、

『

古
詩

紀
』

二

九
、

『

漢

魏

六

朝
一

百
三

家

集
』

、

『

両

漢

魏
晉
十
一

家

文

集
』

、

『

類

聚
』

八

七
、

『

初

学

記
』

二

八
、

『

御
覧
』

九
七
八

は

「

畛
」

に

作
る

。

称

と

畛

は

通

じ

る
。

李

善
は

「

称
、

当
為

畛
」

（

称
、

当
に

畛

と

為

す
べ

し
）

と

注
す

る
。

『

説
文

解
字
』

田
部

に

「

称
、

井
田

間

陌

也
」

（

弥
、

井

田
の

間
の

陌

な

り
）

と

あ

る
。

［

距
］

至

る
。

『

尚

書
』

益

稷
に

「

予

決

九
川

、

距
四

海
」

（

予

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　コロ
た

九
川

を
決

し

て
、

四

海
に

距
る

）

と

あ
り

、

孔

安
国

伝
に

「

距
、

至

也
」

と

い

う
。

［

阡

陌
］

田

間
の

道
。

東
西

を

陌
と

い

い
、

南
北
を
阡

と
い

う
。

そ

の

逆

を
い

う
こ

と

も

あ

る
。

『

史

記
』

秦

本
紀
に

「

為

田

開

阡

陌
」

（

田

を

為

し

て

阡

陌

を

開
く

）

と

あ

り
、

索
隠
に

「

風

俗

通

日
、

南
北

日

阡
、

東
西

日

陌
。

河

東
以
東
西

為

阡
、

南
北

為

陌
」

（

風

俗
通

に

日
く

、

南
北
を

阡
と

日

ひ
、

東
西

を

陌
と

日

ふ
。

河

東
は

東

西

を

以
て

阡
と

為

し
、

南

北
を

陌
と

為

す
）

と

あ
る

。

［

子
母
］

子
と

母
。

李

善

は

「

子
母

、

五

色
、

倶

謂

瓜

也
」

（

子

母
、

五

色
、

倶
に

瓜

を

謂
ふ

な

り
）

と

注
し

、

劉

良
（

五

臣
）

は

「

子

母
、

瓜

之

子
母

也
」

（

子

母
、

瓜
の

子
母
な

り
）

と

注
す
る

。

大

き
な

瓜
（

母
）

と
小

さ

な

瓜
（

子
）

を
い

う
の

で

あ
ろ

う
。

［

拘
帯
］

つ

な

ぎ
つ

ら

ね

る
。

劉
良

（

五

臣
）

は

「

拘
帯

猶
連

綴

也
」

（

拘
帯

は
、

猶
ほ

連

綴

の

ご

と

き

な

り
）

と

注

す
。

「

拘
」

字
、

亠

ハ

臣

注
本
『

文

選
』

、

『

古

詩

紀
』

二

九
、

『

漢
魏

六

朝
一

百

三

家

集
』
、

『

両
漢

魏
晉

十
一

家

文
集
』

、

『

初
学
記
』

二

八

は
「

鉤
」

に

作
り

、

『

六

朝

詩
集
』

は

「

勾
」

に

作
る

。

五

色
曜
朝
日

　
嘉
賓
四

面
会

［

五

色
］

五

種
の

色
。

こ

こ

で

は

瓜
の

色
の

こ

と

を

言
っ

て

い

る
。

『

礼
記
』

礼

運

に

「

五

色
、

六

章
、

十
二

衣
、

還

相

為
質
」

（

五

色
、

六

章
、

十
二

衣
、

還

り
て

質
を

相

為

す
）

と

あ
り

、

孔
穎
達

の

疏
に

「

五

色
、

謂
青

赤

黄

白
黒

、

錬
五

方

也
」

（

五

色
と

は
、

青
赤

黄
白
黒
を

謂
ひ

、

五

方
に

據
る

な

り
）

と

あ
る

。

李

善
は
「

子

母
、

五

色
、

倶

謂
瓜

也
」

（

子

母
、

五

色
、

倶
に

瓜

を

謂
ふ

な

り
）

詫

輦
よ

い

客
・

・

毒
糞
韆
 
我
有

饗
徳

 

音

孔
昭
」

（

我
に

嘉
賓

有
り

、

徳

音

孔

だ

昭

な

り
）

と

あ
る

。

膏
火

自
煎
熬

　
多
財
為

患

害

［

膏
火

自
煎

熬
］

「

膏
火
」

は

動
物
ま

た

は

植

物

の

油

脂

を

燃

料

に

し

て

と

も

す

燈
火

の

こ

と
。

『

荘

子
』

人

間

世
に

「

山
木

自

寇

　

　

　

　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
か

う

く
わ

　

　

　

　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
こ

う

也
。

膏

火

自

煎

也
」

（

山
木

は

自

ら

寇

す

る
な

り
。

膏
火
は

自
ら

煎

ず

る

な
り

）

と

あ
る

。

燈

火
が

燃

焼

す
る

こ

と
を

擬

人

的
に

身

を

焦
が

す
と

し

た
の

で

あ
る

。

「

煎
熬
」

は

火
で

乾
か

す
こ

と
。

『

説

文
』

に

「

煎
、

熬
也
」

と

あ
り

、

段
注
に

「

凡

有

汁
而

乾
、

謂
之

煎
」

（

凡

そ

汁

有
る

を

乾
か

す
、

之

を
煎

と

謂
ふ
）

と

あ
る

。

ま

た
、

『

戦

国

策
』

魏
策

に

「

斉

桓
公

夜
半
不

曚
、

易

牙
乃

煎

熬

N 工工
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あ

き

ム

ら

燔

炙
、

和

調
姫
誅
師
慥

之
」

（

斉
の

桓
公

夜

半
に

賺

ざ

れ
ば

、

易

牙

乃

ち
煎
熬
燔

炙
し

、

五

味
を

和

調
し

て

之

を

進

む
）

と

見

え

る
。

［

多

財

為

患
害
］

『

漢

書
』

疏

黄
伝
に

「

賢
而

多
財
、

則

損
其
志

、

愚

而

多
財

、

則
益

其

過
」

（

賢
に

し

て

財
多
け

れ

ば
、

則
ち

其
の

志
を

損

な
ひ

、

愚
に

し

て

財

多
け
れ

ば
、

則

ち

其
の

過
ち

を
益

さ

ん
）

と

あ
る

。

多
財
は

い

ず

れ

に

し

ろ

身
の

た

め

に

は

な

ら
な
い

と
い

う
こ

と
。

こ

の
一

句

は

蕭
何
の

こ

と

を

指
し

て

言
っ

て

い

る
。

［

東
陵
瓜
］

の

注

を

参
照

。

「

財
」

字
、

『

六

朝
詩
集
』

は

「

材
」

に

作
る

。

「

患
」

字
、

『

六

朝

詩
集
』

は

「

家
」

に

作
る

。

布
衣
可

終
身

　
寵
碌

豈
足

頼

＊

こ

の

二

句
は

、

召

平
（

布
衣
）

と

蕭
何

詠
懐
詩
−
其
七

炎
暑
惟
茲

夏

三

旬

将

欲
移

芳

樹
垂

緑

葉

清
雲

自
逶

遙

四

時
更

代

謝

日
月

遞

差
馳

徘
徊

空
堂

上

仞
怛

莫
我
知

（

寵
禄
）

と

を

対
比
し

え
ん

し

よ

　

　

こ

　

　

　

　
こ

談

躇
ん

雑
餓
茲
の

夏

　

す

三

旬

将
に

移

ら
ん

と

欲

芳
樹

緑

葉
を

垂
れ

　

　

　

　

ゐ

　
い

清
雲

自

ら

逶
迄
た

り

　

　

こ

も
こ

ち

四

時

更
ー

代

謝
し

　

　

た

が

ひ

　
　

し

　
ち

日
月

遞

に

差

馳

す

　

　

　
ほ

と

ひ

空

堂
の

上

に

俳
徊
し

た

う

た
つ

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

を

仞
怛
た

り

我

を

知
る

も
の

莫
し

て

い

る
。

［

布
衣
］

前
述
の

『

史

記
』

蕭
相
国

世
家
の

「

召
平

者
、

故

秦

東

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

も
と

陵
公

。

秦

破
、

為
布

衣
」

（

召

平
は

故

秦

の

東
陵
公
な

り
。

秦

破
る

る

や
、

布
衣

と
為

る
）

に
よ

る
。

［

寵

祿
］

寵
愛

と
俸

禄
。

こ

こ

で

は

蕭

何
の

こ

と

を
指

し

て

い

る
。

『

左

伝
』

隠
公

三
年
に

「

石

碚
諌
日

、

臣

閉
、

愛

子
教

之
以
義

方
、

弗
納
於

邪
。

驕
奢

淫

疾
、

所
自

邪
也

。

四

者
之

来
、

寵

祿

過
也
」

　
せ

き
し

ゃ

く

ら

さ

（

石

額
あ
て

日

く
、

臣

聞

試
、

子
を

愛
す

蠶
ゆ

琳
之

に

教

ふ

る

に

義
方

を

以
て

し
、

邪
に

納
れ

ず
、

と
。

驕
奢

淫

決
は

、

自

ら
邪
と

す
る

所
な
り

。

四

者
の

来

る

は
、

寵
祿
の

過
ぐ

れ
ば

な

り
）

と

あ

る
。

［

豈
］

『

六

朝
詩

集
』

は
「

豆
」

に

作
る

。

7G
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願

覩

卒
歓
好

不

見
悲

別

離

　

　

　

　
く

わ

ん

か
う

　
　

を

　

　
　
　
　
　
　
み

願
は

く

は

歓

好
を

卒
ふ

る

を

観
て

別

離
を

悲
し

む

を

見
ざ
ら

ん

こ

と
を

本
当

に

暑

さ
の

厳
し

か
っ

た

今
隹

の

夏
で

は

あ
る

が
、

そ

の

暑
か

っ

た
六

月

の

ひ

と

月

も

ま
さ

に

移

り
か

わ

ろ
う

と
し

て

い

る
。

時
に

、

か

ぐ
わ

し

い

樹
木
は

緑

葉
を

垂

れ
、

清

ら
か

な
雲

は

ひ

と
り

で

に

ゆ

ら

ゆ
ら

と

た
な

び

い

て
い

る
。

春

夏
秋

冬
の

四

季
は

次
々

と

入

れ

代

わ

り
、

日
月

は

代
わ

る

代
わ

る

馳
せ

て

い

る
。

人

気
の

な
い

座

敷
の

中
を

行
っ

た

り

来
た

り
し

な
が

ら
、

私

の

本
心

を
知

る

人
が

い

な

い

こ

と

を

思
う

と

嘆
か

れ

て

な

ら
な

い
。

私
の

心

を
知

る

真
の

友
人

と

の

伸
む

つ

ま
じ

い

楽

し

み

を
つ

く
し

、

そ

の

人
と

別

離
の

悲
し

み

を

味
わ

わ
ず
に

終
わ
り

た

い

も

の

だ
。
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炎

暑
惟
茲

夏

　
三

旬

将
欲
移

［

炎

暑
］

き
び

し
い

暑

さ
。

李

善

注
に

「

南
方

為
火
而

主

夏
。

火

性

炎

上
。

故
謂

夏
月

為
炎

暑

也
」

（

南

方

に

火

を
為

し

て

夏
を

主

る

あ

り
。

火
の

性
は

炎

上
す

。

故
に

夏

月
を

謂
ひ

て

炎

暑
と

為
す

な

り
）

と

あ
る

。

［

三

旬

将

欲

移
］

「

三

旬
」

は

三

十
日

。

こ

こ

で

は

六

月

の
一

か

月
を

指

す
よ

う

で

あ
る

。

張
銑

注
に

「

三

旬
、

謂
六

月

之
旬

、

欲

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

す

入

於
秋

也
」

（

三

旬

と

は
、

六

月
の

旬
の
、

秋
に

入

ら

ん

と

欲
る

を
謂

ふ

な

り
）

と

あ
る

．

芳
樹
垂

緑
葉
　
清
雲

自
逶
進

［

清

雲
］

『

古

詩
紀
』

二

九
は

「

青
雲
」

に

作
る

。

［

逶

遒
］

雲
の

た
な

び

く

形

容
。

『

楚

僻
舮

離
騒

に

「

駕
八

龍

之

婉
婉
兮

、

戴

雲

旗

之

委
蛇
」

（

八

龍
の

婉

婉
た

る

に

駕
し

て
、

雲

　
　
ゐ

　

し

　
　
　

　
　
　
　
　
た

旗
の

委
蛇

た
る

を

戴
つ
）

と

あ
る

。

補
注
に

は

「

委
蛇

、

　一

作
逶

迄
」

（

委

蛇
、

　｝

に

逶

遒
に

作
る

）

と

あ
る

。

四

時
更
代
謝
　
日

月
遞

差
馳

＊

こ

の

二

句
は

『

荀
子
』

天

論
に

「

日

月
遞

招
、

四

時
代
御
」

（

日

　
た
が

ひ

て

　

　

カ

な

る
が

は

る

月

遞

に

紹
ら

し
、

四

時

代
ー

御
す
）

と

あ
る

の

に

よ

る
。

［

差

馳
］

た

が

い

に

順

序
を

以

て

馳
せ

る
。

李

周

翰
（

五

臣
）

は

「

差

馳
、

言

相

次
而

奔

馳

也
」

（

差

馳
と

は
、

相

次
ぎ
て

奔

馳
す

る

を

言

ふ

な

り
）

と

注
す

る
。

『

古

詩

紀
』

二

九
、

『

漢

魏

六

朝

一

百
三

家
集
』

、

『

六

朝

詩
集
』

は

「

参
差
」

に

作
る

。

徘

徊

空
堂

上

　

仞
怛
莫
我
知

［

空

堂
］

人

気
の

な

い

座

敷
。

「

詠

懐

詩
」

其
一

七
に

「

独

坐

空

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
と

も

　
　
た

の

堂

上
、

誰

可

與

歓

者
」

（

独
り

空

堂
の

上

に

坐

す
、

誰
か

與
に

歓

し

む
可

き

者
ぞ
）

と

あ
る

。

［

切
怛
］

憂
い

嘆

く

様
。

『

毛

詩
』

斉
風

・

甫
田
に

「

無
思

遠

人
、



The Society of Chinese Literature of the Middle Ages

NII-Electronic Library Service

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　
た
つ

た

つ

労
心

切
朷
」

（

遠

人

を

思

ふ
こ

と

無
か

れ
、

労
心

仞

仞
た

り
）

と

あ
り

、

毛

伝

に

「

仞
切

、

憂

労

也
」

と

い

う
。

『

六

朝
詩

集
』

は

「

切

怛
」

に

作
る

。

［

莫

我

知
］

『

楚

辞
』

離

騒
に

「

乱

日
、

已

矣

哉
。

国

無

人

莫

我

知

兮
、

又

何

懐

乎

故

都
聾

（

乱
に

日

く
、

已
ん

ぬ

る

沙
な

。

国
に

人

無

く
我

を
知

る

も
の

莫

き
に

、

又

た

何
ぞ

故

都
を

懐
は

ん
）

と

あ

り
、

王

逸

注
に

は

「

言

衆
人

無
有
知

己
、

己

復
何

為
思
故

郷
、

念

楚

国

也
」

（

言

ふ
こ

こ

ろ
は

、

衆

人

の

己

を
知

る

も
の

有
る

無

き
に

、

己

も

復
た

何

為
れ
ぞ

故

郷

を
思
ひ

、

と

あ
る

。

　

　

　
お

も

楚
国

を
念
は

ん

や
）

願
覩

卒
歓
好

　
不

見
悲

別

離

［

卒

歓

好
］

「

歓
好
」

は

よ

ろ
こ

び

好

む
．

「

卒
」

は

お

わ

る
。

つ

き
る

。

や

む
。

『

爾

雅
』

釈

詰
に

「

卒
、

滅
、

畢
、

盡

也
」

と

あ
る

。

「

卒
歓
好
」
、

『

六

朝
詩

集
』

は

「

平
生

好
」

に

作
る

。

こ

の

よ

う

に

す
る

と
、

「

か

つ

て

の

仲

睦
ま

し

さ
」

の

意
と
な

る
。
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灼

灼
西

隕
日

餘
光
照

我

衣

廻

風

吹
四

壁

寒

鳥
相

因

依

周

周

尚
銜
羽

蛩

蛩
亦

念

飢

如

何

当
路

子

磬

折
忘

所

帰

豈

為

夸
誉

名

憔

悴
使
心

悲

寧

與
燕

雀

翔

不

随
黄

鵠
飛

黄
鵠
遊
四

海

し

る

ぐ

し

る

く

　

　

　

　

　

　
　

　

　

ビロ
ニ

灼
　
灼
と

し

て

西
に

隕
る

る

日

餘
光

は

我
が

衣

を
照
ら

す

廻

風

は

四
壁

を

吹
き

　
　

　
あ
ひ

よ

寒
鳥

は

相
因

り
て

依
る

し

う

し
う

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ト

ば

調
凋
鯊

尚
ほ

羽

を
銜
み

ξ

蛩

　
蛩

も

亦

た
飢

ゑ
を

念
ふ

い

か

ん

如
何

ぞ

当
路
の

子

け
い

せ

つ

磬
折

し

て

帰

る

所
を
忘

る

る

豈
に

夸

誉
の

名
の

為
に

せ

う
す

ゐ

憔
悴
し

て

心

を
し

て

悲
し

ま

使
め

ん

や

む

し
　
　
　
　

　
　
　
　
　

ヒ

も

寧

ろ
燕

雀
と

與
に

翔

り

く

わよ
こ

く

黄

鵠
に

随
ひ

て

飛

ば
ざ

れ

黄

鵠

四

海
に

遊

く
も



The Society of Chinese Literature of the Middle Ages

NII-Electronic Library Service

中
路
将
安
帰

　

　

　

　

　

は

　
　
　
い

つ

く

中
路

に
し

て

将
た

安

に

か

帰
ら

ん

あ

ざ

や

か
に

輝
き

な
が

ら

西
に

沈

も

う
と

す
る

太

陽
、

そ

の

余

光
が

私
の

衣

を

照
ら
し

て

い

る
。

つ

む

じ
風
が

四
方
の

壁

に

ふ

き
つ

け

る

と
、

鳥
が

寒
そ

う
に

お
互

い

の

体

を

寄
せ

あ

う
。

周

周
と

い

う
鳥

は
、

尾
に

水
を

含
ん
で

水

を

飲
み

あ
う
と

い

う
し

、

蛩
蛩
と

い

う

獣
も

、

　

　
　
　
　
　

　

　

　
け
つ

飢

え

を
恐
れ
て

相
棒
の

蹶
と

と

も

に

行

動
す

る
。

そ

れ
な

の

に

官
職
に

あ
る

人

た
ち
は

、

ど

う
し

て

身
を

折
り

ま
げ

て

（

出

世
す

る

こ

と

ば

か

り

を

考
え
）

、

本
来
帰

る
べ

き

所

を

忘

れ
て

し

ま
っ

た
の

だ

ろ

う
か

。

ど

う
し

て

む

な
し

い

名
誉
欲
に

か

ら

れ
て

、

や
つ

れ
は

て

悲

し

ま

ね
ば

な

ら

な
い

の

か
。

む

し

ろ

燕
や

雀
の

輩
と
一

緒
に

飛
ん

で
、

黄

鵠
の

志
を

も
つ

士
と
一

緒
に

飛
ぼ

う

な
ど

と

は
思

わ
ぬ

こ

と
だ

．

黄
鵠
は

遠
い

四

方
の

海
に

飛
び

立

つ

が
、

途

中
で

力

つ

き
（

黄
鵠

を
）

追
い

き

れ

な

く
な
っ

た
な

ら
、

一

体
ど

こ

に

帰
る
つ

も
り

な
の

か
。
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灼
灼
西
隕
日

　
餘
光
照

我

衣

［

灼
灼
西

隕
日

］

あ
ざ

や

か

に

輝

き
な

が

ら
西

に

沈

も
う

と
す
る

日
。

「

灼
灼
」

は

『

新

書
』

匈
奴

に

「

陛
下

已

諾
、

若
日

出
之

灼

灼
、

則

信
諭

矣
」

（

陛
下

は

已
に

諾
し

、

日

出
つ

る

の

灼

灼
た

る

が

若
き

は
、

則

ち

諭

を

信
ず
れ

ば

な

り
）

と

あ
る

。

「

詠

懐
詩
」

其
一

二

に

も

「

夭

夭
桃

李

花
、

灼

灼

有

輝
光
」

（

夭

夭
た

る

桃
李

の

花
、

灼

灼
と

し

て

輝

光

有
り

）

と

見
え

る
。

「

西

隕

日
」

は

『

楚

辞
旭

う

机’
歎
．

遠
逝
に
「

日

湾
杳
以

西

頽
兮

、

路
長

遠

裲

鱸
麺

」

（

日

は

杳
杳
と

し

て

以
て

西
に

頽

れ
、

路

は

長

遠
に

し

て

窘
迫

す
）

と

あ
る

。

六

臣
注

本
は

「

瞶
日
」

を

「

頽

日
」

に

作
る

。

［

餘
光
］

日

没

簍
に

残
っ

て

い

る

光
。

ま

た
、

夕

日

の

光
。

「

詠

懐
擶
軒

填
八
二

に

b
捶
塀

影

瘤
ゆ

糟
醍

城
、

餘
光
照

九
阿
」

（

影

を

垂

れ

て

増

城
に

臨
み

、

餘

光
は

九

阿

を
照

ら

す
）

と

あ
る

。

廻
風
吹
四

壁

　
寒
鳥
相
因

依

［

廻

風
］

つ

む

じ

風
。

「

詠

懐

詩
」

其

五

七

に

「

驚
風

齦
四

野
、

廻
雲

蔭
堂

隅
」

（

驚

風

四

野
に

振

ひ
、

廻

雲

堂

隅

を
蔭
ふ
）

と

あ
る

。

［

四

壁
〕

家
の

四

方
を

囲

ん

で

い

る

壁
。

［

寒

鳥
相

因
依
］

沈
約

注
に

「

天

寒
、

即

飛

鳥
走

獣
尚

知

相
依
」

（

天

寒

け
れ

ば
、

即
ち

飛
鳥

走
獣

は

尚
ほ

知

り

て

相
依

る
）

と

あ

る
。

周
周

尚
銜
羽

　
蛩
蛩

亦
念
飢

冖

周

周

尚

銜
羽
］

「

周
周
」

は

鳥
の

名
。

『

韓
非
子
』

説

林

下

に

「

鳥
有

翻

嗣
者

。

重

道
粫
凹

梱
尾

。

将

欲
飲

於

河
、

則
必

顛
。

乃

請

其
羽

而

飲

之
」

（

鳥
に

翩

翩
と

い

ふ

者
有

り
。

重

き

首
に

し

て

屈

　

　

　

　

　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

た

ふ

れ
る

尾

あ
り

。

蝟
に

河

に

飲

ま
ん

と

欲

す

れ
ば

、

則

ち
必

ず

顛
る

。

乃

ち

其
の

羽

を

銜
み

て

之

を

飲
む
）

と

あ
る

。

［

蛩

蛩
］

蛩

蛩

距
虚
と

も
い

う

獣
。

『

呂

氏

春

秋
』

慎

大

覧
．

不

73 一



The Society of Chinese Literature of the Middle Ages

NII-Electronic Library Service

The 　Soolety 　of 　Chlnese 　Lrterature 　of 　the 　Mlddle 　Ages

広

に
「

北
方

有
獣

、

名

日

蹶
。

鼠
前
而

兔
後
、

趨
則
胎

、

走
則

顛
。

常

為

蛩
蛩

距
虚

、

取
甘

草

以

與
之

。

蹶

有

患
害
也

、

蛩
蛩

距
虚
必

負

而
走

腑

つ

此

以

其

所

瀧
蝦
ん

託
其
所
岼

飛
」

い

晃
方

に

獣

菊

勃
、

名

づ

け

て

蹶

と

日

ふ
。

鼠

前
に

し

て

兔

後
、

趨
れ

ば

則
ち

胎

き
、

　
　
　
　

　
た
ふ

走
れ
ば

則
ち
顛
る

。

常
に

蛩
蛩

距
虚
の

為
に

、

甘

草
を
取

り
て

以

て

之
に

與
ふ

。

蹶
に

患
害
有
る

や
、

蛩
蛩

距

虚
必

ず
負

ひ

て

走

る
。

　
　
　
　
よ

此
れ

其
の

能
く

す
る

所
を

以

て
、

其
の

能
く
せ

ざ

る

所
に

託
す

る

な

り
）

と

あ
る

。

如
何
当
路

子

　
磬
折
忘
所
帰

［

当

路

子
］

仕
塗

に

あ

る

人
。

す

な

わ

ち

官

吏
。

『

孟

子
』

公
孫

丑

の

「

夫

子

当

路
於

斉
、

管
仲
・

晏

子

之

功
、

可

復
許

乎
」

（

夫

子
は

路
に

斉
に

当
ら
ば

、

管
仲
・

晏
子

の

功
、

復

た

許
す

可
き

か
）

が

出
典

。

［

磬
折
］

身

を

曲

げ
て

仕
え

る

こ

と

を
い

う
。

「

詠
懐
詩
」

其
一

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ま

コ

え

き

二

に

「

悦
懌
若

九

春
、

磬

折

似

秋

霜
」

（

悦

懌

す
る

こ

と

九

春
の

　

　

　
け

い

せ

つ

若

く
、

磬
折

す
る
こ

と

秋

霜
に

似
た

り
）

と

あ
る

。

豈
為
夸
誉
名
　
憔
悴
使
心

悲

　

　

　

　
　
て

い

［

夸

誉
名
］

体
の

よ

い

誉
れ

。

名
誉
欲

。

『

呂

子

春
秋
』

孟

春

紀

．

本
生
に

「

古
之

人
有

不

肯
貴
富

者
。

由
重

生

故

也
。

非
夸

以

名

也
。

為

其

実
也
」

（

古
の

人
に

貴

富
を

肯
ぜ

ざ

る

者
有

り
。

生

を

　

　

　

　
　
　
　
　

　

　

　

お

ご

重

ん

ず
る

に

由
る

の

故
な

り
。

夸
る

に

名
を
以

て

す

る

に

非
ざ

る

な

り
。

其
の

実
を

為
さ

ん

と

す
る

な

り
）

と

あ
る

。

ま

た
、

「

詠

懐

詩
些

其
三

十

に

「

証
請

安

所

如
、

背
棄
夸

誉

名
」

（

征

行

安

ん
ぞ

妬

く

所
あ
ら

ん
、

夸
誉
の

名
を

背
棄
せ

ん

と

す
）

と

見
え

る
。

［

憔
悴

使
心

悲
］

沈

約
は

「

当

路
者
知

進

趨
不

念

暮
帰

。

所

安

為

者

惟
夸
誉

名
。

故

致

憔

悴

而
心

悲
也
」

（

当

路
の

者
は

進
趨

を

知

り

て

暮
に

帰
る

を

念
は

ず
。

安
為

す
る

所
の

者
は

惟
だ

夸
誉
の

名

な

る
の

み
。

故
に

憔

悴
し

て

心

悲
し

む

を

致
す
な

り
）

と
述
べ

る
。

寧
與

燕
雀
翔
　
不

随
黄
鵠
飛

＊

こ

の

二

句
に
つ

い

て

沈

約
は

「

若
斯

人

者
、

不

念
己

之
短

翩
、

不
随

燕
雀

為
侶

、

而

欲
與

黄
鵠

比
游

。

黄
鵠
一

挙
冲

天
、

翩

翔
四

海
。

短

翩
追
而

不
逮

、

将

安
帰
乎

。

為

其

計

者
、

宜
與
燕
雀
相
随

。

　

　

　

　
　
　
　
　

か

く

不

宜

與

黄
鵠
斉
挙
」

（

斯
の

若

き

人

は
、

己

の

短

翩
を

念

は

ず
、

燕

雀
に

随
ひ

て

侶

を

為
さ

ず
、

而

も
黄

鵠
と

比

游
せ

ん

と

欲

す
。

　

　

　

　
　
　
　
　

　

　

　

も

た

黄

鵠
は
　

た
び

挙
が

れ

ば

天
に

冲
り

、

四

海
に

鞠
翔

す
。

短

醐

も

　

　

　

　
お
よ

　

　

　

　
　
　
　
　

　

　
は

て

追
ふ

も

逮
ば
ざ

れ

ば
、

将
た

安
く

に

か

帰

ら
ん

や
．

其
の

計
を

　

　

　

　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ひ

と

為

す
は

、

宜

し

く

燕
雀

と

相
随

ふ
ぺ

し
。

宜
し

く

黄
鵠

と

斉
し

く

挙
が

る

べ

か

ら
ず
）

と

い

い
、

人
は
そ

れ

ぞ

れ

分
に

応
じ

た

生

き

方

を
す

る
べ

き

だ
、

の

意
で

解
釈
し

て

い

る
。

と
こ

ろ
で

、

「

詠

懐
詩
」

に

は
、

こ

の

二

句
の

よ

う

に
大

き

な
鳥

と
小

さ
な

鳥
と

の

対
比

が

し

ば

し

ば

見
ら

れ
る

。

こ

の

詩
の

よ

う
に

小

さ
な

鳥

を

肯

定

す

る

も

の

（

其

四

六
）

も

あ
れ

ば
、

逆
に

大

き
な

鳥
の

方

を

賞

賛
す

る

も
の

（

其
二
一

、

四

七
、

四

八
）

も

あ
る

。

［

燕
雀
］

つ

ば

め

と
す

ず
め

。

転
じ

て

小

人

物
の

こ

と
。

『

史

記
』

陳

渉
世

家
に

「

陳

渉
少

時
、

嘗
與
人

傭

耕
。

輟

耕
之
壟

上
、

悵
恨
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久
之

、

日
、

苟

富

貴
無

相

忘
。

傭

者
笑
而

応
日

、

若
為

傭
耕

。

何

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
わ

か

富
貴
也

。

陳
渉
太

息

日
、

嗟

乎

燕
雀
安
知

鴻
鵠
之

志
哉
L

（

陳

渉
少

　

　

　

　

　

　

　

　

　
よ

う
か

う

　

　

　

　

　

　

　

や

　

　

　

　
ろ

う
じ

ゃ

う

　

　

ゆ

き
時

、

嘗
て

人

と

與
に

傭
耕
す

。

耕

を

輟
め

て

壟

上

に

之

き
、

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　

　

　

　
も

悵
恨
す

る

こ

と
之

を

久
し

う

し
、

曰

く
、

苟
し

富

貴
と
な

る

も
相

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　

　

　

こ

た

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

な

ん
ぢ

忘
る

る

こ

と

無
か

ら
ん

。

傭
者

笑
ひ

て

応
へ

て

日

く
、

若

傭

耕
を
為
す

。

何
ぞ

富

貴
な

ら
ん

や
、

と
。

陳

渉

太

息
し

て

日

く
、

　
め
　

あ

「

嗟

乎

燕
雀

安
ん
ぞ

鴻
鵠
の

志

を

知

ら

ん

や
」

、

と
）

と

あ
る

。

『

史
記
』

会
注

考

証
に

は

「

顔

師
古
日

、

鴻
、

大

鳥
也

。

水
居

。

鵠
、

黄
鵠
也

。

　一

挙

千
里
」

（

顔

師
古
日

く
、

鴻
は

大

鳥
な

り
。

水
に

居

る
。

鵠

は

黄

鵠
な

り
。

一

た
び

挙
が
れ

ば

千
里
な

り
）

と

あ

る
。

［

黄
鵠
］

大
鳥
の

名
。

黄
色
を

帯
び

た

白
鳥

。

大

才
の

人
の

た
と

え
。

『

楚
辞
』

ト

居
に

「

寧

與
黄

鵠
比

翼

乎
、

将
與

鶏

鶩
争
食
乎
」

　

　

　

　

　

　

　

　
ぢ
ら

　

　

　

　
　
　

　

　

は

　

　

け
い

ぼ

く

（

寧
ろ

黄

鵠
と

翼
を
比
べ

ん

か
、

将
た

鶏
鶩
と

食

を

争
は
ん

か
）

と

あ
る

。

黄
鵠
遊
四

海
　
中
路
将
安

帰

黄
鴣
は

遠
い

四
方
の

海
に

飛
び

立
つ

が
、

そ

れ
を

追
っ

て

途
中
で

力
つ

き
、

追
い

き
れ
な

く

な
っ

た
な

ら
ば

、

一

体
ど

こ

に

帰
る
つ

も
り
だ

、

の

意
。

「

中

路
将

安
帰
」

の

部

分
の

主

語

を
黄

鵠

と
し

て

解
釈
す
る

も
の

も

あ
る

が
、

こ

れ
に

は

従
わ
な

い
。

先
に

挙

げ

た

沈
約
注
に

従
い

、

こ

の

よ
う

に

解
釈
し

た
。

一75 ・

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　


